
長崎県知事選が本日３日告示され、選挙戦がスタートしました。投開票は２０日です。 

長崎民医連は、1月理事会において県政を県民本位に転換するため、共同できる宮澤由彦氏を支援し活

動することを決定しました。県連の独自要求は、宮澤氏へ積極的に届ける中で政策に反映させていきます。 

現在、長崎県政は重大な局面を迎えています。特に石木ダム建設は本体工事が強行され、カジノ誘致は事業

者を決定し4月に期限が迫った国への申請作業が進められています。諫早干拓問題でも、諫早湾潮受堤防閉門

から 24年。国・農水省は開門確定判決が出ているにもかかわらず、その履行義務を免れる姿勢を変えていませ

ん。今回の県知事選挙は、こうした問題を県民本位に解決していくまたとない機会です。 

宮澤氏とともに県政の課題を学び広く知らせて「耳をかさない」悪政をストップさせていきましょう。 

長崎民医連 県知事選挙方針(取り組みの基本 一部抜粋) 
 

 日常では、県政課題を学ぶことと投票参加への呼びかけを中心に活動します。 

 GOVOTE ニュースの再開や「民主長崎県政をつくる会」ニュースを配信します。 

各職場単位で活用しましょう。 

 県政学習も各事業所中心に具体化していきましょう。 

 大量宣伝…スタンディング・横断幕・タイムカード前宣伝などにもとりくみます。 

 「つくる会」からの要請にも可能な限り応えていきます。 


